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飯い

い

だ田 

陸り

く

み三
　先
生

　
長
年
に
わ
た
っ
て
幼
児
教
育

に
携
わ
る
中
で
、
胎
児
か
ら
の

能
力
の
発
達
の
順
序
を
も
と
に

教
材
開
発
を
手
が
け
て
き
ま
し
た
。
思

考
力
の
時
代
と
さ
れ
る
い
ま
、「
思
考
は

創
る
こ
と
が
で
き
る
」「
思
考
の
過
程
を

教
材
に
反
映
す
る
こ
と
で
保
護
者
で
も

教
え
る
こ
と
が
で
き
る
」「
普
通
の
子
ど

も
た
ち
の
能
力
を
高
め
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
い
う
こ
と
を
証
明
し
て
い
き
た
い

株
式
会
社
東
進 

代
表
取
締
役
会
長

伊い

と

う藤

　恭き
ょ
う

　先
生

し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
賞
を
機
に
、
さ
ら

に
活
動
に
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。

⃝

略
歴
⃝

中
部
地
方
一
帯
の
民
間
教
育
の
発
展
に
寄
与

し
た
功
績

１
９
４
６
年
岐
阜
県
生
ま
れ
。
82
年
岐

阜
県
可
児
市
に
「
東
進
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
創

立
、
88
年
法
人
化
し
て
代
表
取
締
役
社
長

に
就
任
。
岐
阜
県
東
濃
地
区
を
中
心
に
多

数
の
校
舎
を
展
開
。
本
部
の
可
児
校
は
一

時
、
当
時
の
塾
と
し
て
は
日
本
一
の
１
教
場

１
５
０
０
人
ま
で
に
。
２
０
１
６
年
社
長
を

退
任
し
て
会
長
就
任
。
現
在
も
講
師
と
し

⃝

授
賞
理
由
⃝

岐
阜
県
を
中
心
と
す
る
中
部
地
方
一
帯
の

民
間
教
育
の
発
展
に
寄
与
し
た
功
績

⃝

略
歴
⃝

１
９
４
８
年
岐
阜
県
生
ま
れ
。
78
年
大
阪

府
吹
田
市
に
「
ピ
グ
マ
リ
オ
ン
」
開
設
。

90
年
「
ピ
グ
マ
リ
オ
ン
学
育
研
究
所
」、

２
０
１
４
年
「
ピ
グ
マ
リ
オ
ン
（
株
）（
現

ピ
グ
マ
リ
オ
ン
Ｈ
Ｄ
（
株
）」
設
立
。
心
と

能
力
と
を
同
時
に
育
て
る
「
ピ
グ
マ
リ
オ

ン
学
育
メ
ソ
ッ
ド
」
を
開
発
し
、
算
数
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ
ス
ト
な
ど
を
輩
出
。『
い

の
ち
を
育
む
羊
水
と
い
い
お
産
の
は
な
し
』

（
産
学
社
／
18
年
）
ほ
か
著
書
多
数
。

ピ
グ
マ
リ
オ
ン
グ
ル
ー
プ 

代
表

民間教育最高功労賞  民間教育の発展にとくに功績のあった方（50音順）

民間教育最高功労賞

⃝

授
賞
理
由
⃝

思
考
力
を
育
て
る
算
数
指
導
法

を
開
発
し
、
全
国
の
民
間
教
育

と
り
わ
け
幼
児
・
低
学
年
教
育

の
発
展
に
寄
与
し
た
功
績

受
賞
の
ご
感
想

受
賞
の
ご
感
想

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
こ
の
よ
う

な
栄
え
あ
る
大
き
な

賞
を
い
た
だ
き
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
信
念
を
貫
い

て
続
け
て
き
た
教
育

を
認
め
て
い
た
だ
け
た

よ
う
な
気
が
い
た
し
ま

す
。
私
も
75
歳
と
な

り
ま
し
た
が
、
民
間
教
育
の
中
で
も
う
少

し
頑
張
り
な
さ
い
、
と
励
ま
し
の
賞
を
い

た
だ
い
た
と
感
じ
ま
す
。

　「
思
考
す
る
と
は
何
か
」「
思
考
力
と

は
何
な
の
か
」
を
突
き
詰
め
て
、
認
識
か

ら
は
じ
ま
る
思
考
と
い
う
も
の
を
皆
さ
ま

に
お
示
し
し
た
い
と
い
う
決
意
を
新
た
に

日本民間教育大賞 授賞式

民間教育最高功労賞

　
ま
さ
か
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
賞
を
い
た

だ
け
る
と
は
思
っ
て
も
い
ま

せ
ん
で
し
た
の
で
、
た
い
へ

ん
あ
り
が
た
い
限
り
で
す
。

私
は
今
年
78
歳
に
な
り
ま
す

が
、
い
ま
で
も
毎
週
教
壇
に

立
っ
て
、
私
立
中
学
を
受
験

す
る
生
徒
た
ち
を
指
導
し
て

い
ま
す
。
中
学
受
験
部
の
責

任
者
に
「
私
は
い
つ
辞
め
た

ら
い
い
の
か
」
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
ず
っ

と
続
け
て
く
だ
さ
い
」
と
の
返
事
で
し
た
。

そ
の
言
葉
の
通
り
、
ま
だ
ま
だ
続
け
て
い

く
所
存
で
す
。

　
授
業
を
終
え
て
私
が
車
に
乗
っ
て
校

舎
を
後
に
す
る
時
に
は
、
い
つ
も
生
徒
た

ち
が
駐
車
場
ま
で
出
て
き
て
手
を
振
っ
て

見
送
っ
て
く
れ
ま
す
。
そ
れ
が
何
に
も
代

え
が
た
い
嬉
し
い
瞬
間
で

す
。
本
日
の
賞
は
生
徒
た

ち
か
ら
い
た
だ
い
た
も
の
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

私
の
後
を
継
ぐ
者
た
ち
が

新
し
い
教
育
体
系
を
構
築

し
、
次
の
時
代
の
教
育
に

私
た
ち
よ
り
も
も
っ
と
大

き
く
貢
献
し
て
く
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
本
日
は
本
当
に

素
敵
な
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

て
教
壇
に
立
つ
。
著
書
に
『
何
の
た
め
に
学

ぶ
か
』（
し
い
が
る
書
房
／
03
年
）

10
11 1011 10

　３月18日（月）、東京・神田　学士会館において、「日本民間教育大賞　授賞式・記念講演会パネルディ
スカッション・祝賀会」が開催され全国から教育関係者が集い盛大に行われた。
　日本民間教育大賞は、75 歳以上を対象とする「民間教育最高功労賞」と没後 10 年以内の故人を対
象とする「民間教育特別功労賞」の２部門で構成されている。本年度は、2023 年 11 月から 2024 年１月

までの間公募を行い、推薦された方々を対象に９つの団体
から構成される選定会議において厳正な審査を行った結果、
民間教育最高功労賞に４名、民間教育特別功労賞に１名の
受賞者が選出された。
　プログラムは、「記念講演会パネルディスカッション」か
ら始まり『これからの民間教育とＤＸ』をテーマに、株式会
社ＳＲＪ 代表取締役　堀川直人氏がファシリテーターを務

め、誉田進学塾グループ　代表　清水貫氏、（株）城南進学研
究社　専務取締役執行役員ＣＯＯ　千島克哉氏、（株）メイツ　
代表取締役　遠藤尚範氏の３名のバネリストが自社の取り組み
や先進的な事例、民間教育の展望について語り合った。
　授賞式は、冒頭、この１年間にお亡くなりになった民間教育
関係者の御貢献に感謝するとともに御冥福を祈って１分間の黙
祷が行われたあと、選定会議を代表して全国学習塾協同組合　
森貞孝理事長の開会の挨拶で開式。
　「民間教育最高功労賞」受賞者は、（株）東進　代表取締役会長　飯田陸三先生、ピグマリオングルー
プ　代表　伊藤恭先生、学研松原教室　指導者 清水逸子先生、（株）ソロモン　学院長 内藤潤司先生
の４名、「民間教育特別功労賞」は、教育開発出版（株）前名誉会長 鈴木猛先生が受賞され、学習塾
全国連合協議会 山下典男全国会長が表彰状を全日本私塾教育ネットワーク 仲野十和田副会長から表彰
盾が贈呈された。大島九州男参議院議員も祝福にかけつけ祝辞を述べた。日本青少年育成協会　増澤
空会長の閉会の挨拶で授賞式が滞りなく終了した。
　祝賀会は、選定会議を代表して全国学習塾協会　安藤大作会
長の開会の挨拶で開始され、多くの参加者から祝辞が述べられ、
花束贈呈、三本締めへと進み、私塾協同組合連合会 坂田義勝
理事長の挨拶で閉会した。

日
本
民
間
教
育
大
賞

参議院議員
大島 九州男 氏 

日本民間教育大賞 司会
（株）ヒューマレッジ
相談役　木村 吉宏 氏

全国学習塾協同組合
理事長　森 貞孝 氏  

全国学習塾協会
会長　安藤 大作 氏

日本青少年育成協会
会長　増澤 空 氏

日本民間教育大賞選定会議
　　　　　　 （構成団体・団体名50音順）

・一般社団法人 日本青少年育成協会
・学習塾公開企業協議会
・公益社団法人 全国学習塾協会
・私塾協同組合連合会
・全国学習塾協同組合
・全日本私塾教育ネットワーク
・特定非営利活動法人 
　　　学習塾全国連合協議会
・特定非営利活動法人 
　　　全国教育ボランティアの会
・民間教育連盟
顧問　下村博文 衆議院議員
顧問　大島九州男 参議院議員

10

日本民間教育大賞　ダイジェスト版動画は上記 QR コードから
ご覧いただけます。⃝映像協力⃝（株）フレックス　design office[ moov ]

授
賞
式
 記
念
講
演
会
祝
賀
会

て
教
壇
に
立
つ
。
著
書
に
『
何
の
た
め
に
学

ぶ
か
』（
し
い
が
る
書
房
／
03
年
）

私塾協同組合連合会
理事長　坂田 義勝 氏

記念講演会 祝賀会授賞式ダイジェスト版
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鈴す

ず

き木

　猛た
け
し

　先
生

教
育
開
発
出
版
株
式
会
社 

前
名
誉
会
長

⃝

略
歴
⃝

１
９
３
５
年
愛
知
県
生
ま
れ
。
１
９
６
９

年
、
草
創
期
に
あ
っ
た
全
国
の
学
習
塾
な

ら
び
に
学
校
向
け
教
材
の
開
発
・
出
版
・

販
売
を
主
業
と
す
る
「（
株
）
教
育
開
発

研
究
所
」
を
設
立
、
代
表
取
締
役
社
長
に

就
任
。「
企
業
は
人
な
り
」
の
信
念
の
も

と
同
社
を
業
界
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ

ニ
ー
に
。
92
年
に
社
名
を
教
育
開
発
出
版

（
株
）
に
変
更
。
２
０
０
１
年
、
代
表
取
締

役
退
任
と
同
時
に
名
誉
会
長
に
就
任
。
16

年
没
。

⃝

授
賞
理
由
⃝

学
習
塾
向
け
の
専
用
教
材
の
開
発
・
出

版
・
直
販
を
通
じ
て
民
間
教
育
の
拡
大

発
展
に
寄
与
し
た
功
績

A3大賞（436x310mm）賞状独自のサイズとなります。
コピー用紙などのJIS規格より一回り大きいサイズです。
【額縁】等を、ご自身で用意する場合はご注意ください。

日本民間教育大賞

あなたは多年にわたり民間教育の	
発展に尽力されました
その功績は特に顕著であり後進の範	
たるにふさわしいものであります
よって本賞を贈り長年の功を讃え	
表彰致します

2024 年 3 月 18 日

民間教育最高功労賞

委員　安 藤 大 作 	 公益社団法人全国学習塾協会
委員　坂 田 義 勝 	 私塾協同組合連合会
委員　田 中 敏 勝 	 特定非営利活動法人全国教育ボランティアの会
委員　仲野十和田	 全日本私塾教育ネットワーク
委員　増 澤 　 空 	 一般社団法人日本青少年育成協会
委員　森 　 貞 孝 	 全国学習塾協同組合
委員　森 本 　 一 	 民間教育連盟
委員　山 下 典 男 	 特定非営利活動法人学習塾全国連合協議会
委員　山 本 　 豊 	 学習塾公開企業協議会

顧問　下 村 博 文 	 衆議院議員
顧問　大島九州男	 参議院議員

日本民間教育大賞選定会議

飯田	陸三	殿

A3大賞（
436x310

mm）賞
状独自の

サイズと
なります

。

コピー用
紙などの

JIS規格よ
り一回り

大きいサ
イズです

。

【額縁】
等を、ご

自身で用
意する場

合はご注
意くださ

い。

日本民間
教育大賞

あなた
は多年

にわたり
民間教

育の	

発展に尽
力されま

した

その功
績は特に

顕著で
あり後進

の範	

たるにふ
さわしい

ものであ
ります

よって
本賞を

贈り長
年の功

を讃え
	

表彰致し
ます

2024 年
3 月 18

日

民間教育
最高功

労賞

委員　
安 藤 大

作 	 公
益社団

法人全
国学習

塾協会

委員　
坂 田 義

勝 	 私
塾協同

組合連
合会

委員　
田 中 敏

勝 	 特
定非営

利活動
法人全

国教育ボ
ランティ

アの会

委員　
仲野十

和田	
全日本

私塾教
育ネッ

トワー
ク

委員　
増 澤 　

空 	 一
般社団

法人日
本青少

年育成
協会

委員　
森 　 貞

孝 	 全
国学習

塾協同
組合

委員　
森 本 　

一 	 民
間教育

連盟

委員　
山 下 典

男 	 特
定非営

利活動
法人学

習塾全
国連合

協議会

委員　
山 本 　

豊 	 学
習塾公

開企業
協議会

顧問　
下 村 博

文 	 衆
議院議

員

顧問　
大島九

州男	
参議院

議員

日本民間
教育大賞

選定会
議

伊 藤 	
恭	殿

A3大賞（436x310mm）賞状独自のサイズとなります。

コピー用紙などのJIS規格より一回り大きいサイズです。

【額縁】等を、ご自身で用意する場合はご注意ください。

日本民間教育大賞

あなたは多年にわたり民間教育の	
発展に尽力されましたその功績は特に顕著であり後進の範	
たるにふさわしいものでありますよって本賞を贈り長年の功を讃え	
表彰致します
2024 年 3 月 18 日

民間教育最高功労賞

委員　安 藤 大 作 	 公益社団法人全国学習塾協会

委員　坂 田 義 勝 	 私塾協同組合連合会
委員　田 中 敏 勝 	 特定非営利活動法人全国教育ボランティアの会

委員　仲野十和田	 全日本私塾教育ネットワーク

委員　増 澤 　 空 	 一般社団法人日本青少年育成協会

委員　森 　 貞 孝 	 全国学習塾協同組合
委員　森 本 　 一 	 民間教育連盟
委員　山 下 典 男 	 特定非営利活動法人学習塾全国連合協議会

委員　山 本 　 豊 	 学習塾公開企業協議会
顧問　下 村 博 文 	 衆議院議員
顧問　大島九州男	 参議院議員

日本民間教育大賞選定会議

清水	逸子	殿

A3大賞（
436x31

0mm）
賞状独自

のサイズ
となりま

す。

コピー用
紙などの

JIS規格よ
り一回り

大きいサ
イズです

。

【額縁】
等を、ご

自身で用
意する場

合はご注
意くださ

い。

日本民
間教育

大賞

あなた
は多年

にわた
り民間

教育の
	

発展に
尽力され

ました

その功
績は特

に顕著
であり後

進の範
	

たるにふ
さわしい

ものであ
ります

よって
本賞を

贈り長
年の功

を讃え
	

表彰致
します

2024 年
3 月 18

日

民間教
育最高

功労賞

委員　
安 藤 大

作 	 公
益社団

法人全
国学習

塾協会

委員　
坂 田 義

勝 	 私
塾協同

組合連
合会

委員　
田 中 敏

勝 	 特
定非営

利活動
法人全

国教育
ボランテ

ィアの
会

委員　
仲野十

和田	
全日本

私塾教
育ネッ

トワー
ク

委員　
増 澤 　

空 	 一
般社団

法人日
本青少

年育成
協会

委員　
森 　 貞

孝 	 全
国学習

塾協同
組合

委員　
森 本 　

一 	 民
間教育

連盟

委員　
山 下 典

男 	 特
定非営

利活動
法人学

習塾全
国連合

協議会

委員　
山 本 　

豊 	 学
習塾公

開企業
協議会

顧問　
下 村 博

文 	 衆
議院議

員

顧問　
大島九

州男	
参議院

議員

日本民
間教育

大賞選
定会議

内藤	潤
司	殿

A3大賞（436x310mm）賞状独自のサイズとなります。

コピー用紙などのJIS規格より一回り大きいサイズです。

【額縁】等を、ご自身で用意する場合はご注意ください。

日本民間教育大賞

あなたは多年にわたり民間教育の	
発展に尽力されましたその功績は特に顕著であり後進の範	
たるにふさわしいものでありますよって本賞を贈り長年の功を讃え	
表彰致します
2024 年 3 月 18 日

委員　安 藤 大 作 	 公益社団法人全国学習塾協会

委員　坂 田 義 勝 	 私塾協同組合連合会
委員　田 中 敏 勝 	 特定非営利活動法人全国教育ボランティアの会

委員　仲野十和田	 全日本私塾教育ネットワーク

委員　増 澤 　 空 	 一般社団法人日本青少年育成協会

委員　森 　 貞 孝 	 全国学習塾協同組合
委員　森 本 　 一 	 民間教育連盟
委員　山 下 典 男 	 特定非営利活動法人学習塾全国連合協議会

委員　山 本 　 豊 	 学習塾公開企業協議会
顧問　下 村 博 文 	 衆議院議員
顧問　大島九州男	 参議院議員

日本民間教育大賞選定会議

民間教育特別功労賞
鈴 木 	 猛	殿

民間教育特別功労賞  民間教育の発展にとくに功績のあった故人日本民間教育大賞 授賞式

民間教育特別功労賞

糸
井 

幸
男 

氏

教
育
開
発
出
版
株
式
会
社 

代
表
取
締
役
社
長

　
教
育
開
発
出
版
の
創

業
は
１
９
６
９
年
、
鈴

木
が
34
歳
の
時
で
し
た
。

１
９
７
６
年
に
は
業
界

初
・
日
本
初
・
世
界
初
の

学
習
塾
専
用
教
材
「
新

中
学
問
題
集
」
が
登
場

し
ま
し
た
。
学
校
よ
り
ク

オ
リ
テ
ィ
の
高
い
授
業
を

受
賞
の
ご
感
想

目
指
し
て
、
本
格
的
な
出
版
物
と
し
て
こ

れ
を
世
に
送
り
出
し
た
の
で
す
。

　
塾
業
界
の
発
展
と
と
も
に
教
育
開

発
出
版
は
発
展
し
ま
し
た
。
し
か
し

２
０
０
１
年
、
66
歳
の
時
に
鈴
木
は
極
め

て
潔
く
、
社
長
の
座
を
次
世
代
に
委
ね
て

退
任
し
ま
し
た
。
創
業
か
ら
２
０
１
６
年

に
亡
く
な
る
ま
で
の
48
年
間
、
ま
さ
に
疾

風
の
ご
と
く
塾
業
界
を
駆
け
抜

け
た
人
生
で
し
た
。

　
鈴
木
は
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
を

創
造
し
て
提
案
す
る
こ
と
が
好

き
な
人
間
で
、
80
年
代
に
は
小

学
生
の
た
め
の
英
検
の
教
材
を

生
み
出
し
、
Ｄ
Ｘ
化
も
い
ち
早

く
捉
え
て
い
ま
し
た
。
そ
の
Ｄ

Ｎ
Ａ
は
わ
れ
わ
れ
の
中
に
息
づ

い
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
新
し
い
シ
ス

テ
ム
や
教
材
を
開
発
し
、
先
生
方
と
連
携

し
て
塾
業
界
の
活
性
化
を
担
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

12

11 10

清し

み

ず水 
逸い

つ

こ子
　先
生

学
研
松
原
教
室 

指
導
者

内な
い
と
う藤 

潤じ
ゅ
ん
じ司

　先
生

株
式
会
社
ソ
ロ
モ
ン 

学
院
長

民間教育最高功労賞

日本民間教育大賞 授賞式

民間教育最高功労賞
⃝

略
歴
⃝

１
９
３
９
年
栃
木
県
生
ま
れ
。
80
年
、
学

研
教
室
第
１
期
生
と
し
て
宇
都
宮
市
に「
学

研
松
原
教
室
」
を
開
室
。
学
研
教
室
の
理

念
「
子
ど
も
た
ち
に
学
ぶ
喜
び
・
自
信
・

生
き
る
力
を
」
に
基
づ
き
、
幼
児
か
ら
中

学
生
の
学
習
指
導
と
非
認
知
能
力
の
育
成

に
努
め
、
子
ど
も
た
ち
の
個
性
や
才
能
を

引
き
出
し
て
き
た
。
心
も
育
て
る
教
室
運

営
で
「
地
域
教
育
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」

と
し
て
信
頼
を
得
て
い
る
。

⃝

略
歴
⃝

１
９
４
８
年
愛
媛
県
生
ま
れ
。
76
年
埼
玉
県

狭
山
市
に「
ソ
ロ
モ
ン
総
合
学
院
」を
創
設
。

集
団
指
導
、個
別
指
導
、独
自
教
材
の
開
発
、

定
期
的
な
学
院
長
面
談
・
保
護
者
教
育
相

談
等
々
を
通
じ
て
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の

学
力
増
進
に
尽
力
。
併
せ
て
公
益
社
団
法

人
全
国
学
習
協
会
常
任
理
事
、
全
国
学
習

塾
協
同
組
合
副
理
事
長
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
学
習
塾

全
国
連
合
協
議
会
東
ブ
ロ
ッ
ク
理
事
長
等

を
歴
任
。

⃝

授
賞
理
由
⃝

埼
玉
県
狭
山
市
を
中
心
と
す
る
地
域
の

民
間
教
育
の
発
展
に
寄
与
す
る
と
と
も

に
、
民
間
教
育
事
業
者
間
の
連
携
の
強

化
に
寄
与
し
た
功
績

⃝

授
賞
理
由
⃝

学
習
塾
の
原
点
と
も
い
う
べ
き
寺
子
屋

式
教
室
運
営
を
通
じ
て
地
域
の
子
ど
も

た
ち
の
学
力
水
準
の
向
上
に
寄
与
し
た

功
績

12

民間教育特別功労賞  民間教育の発展にとくに功績のあった故人

受
賞
の
ご
感
想

　
私
は
１
９
７
６
年
に
学
習
塾
を
開
設

し
ま
し
た
。
20
年
目
の
頃
、卒
業
生
に「
子

ど
も
の
面
倒
を
見
て
ほ
し
い
」
と
相
談
さ

れ
、
そ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
「
２
世
代
割

引
」
と
し
て
表
現
し
ま
し
た
。
業
界
初
の

試
み
で
あ
っ
た
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

　
ず
っ
と
私
の
心
の
中
に
あ
っ
た
の
は
人

数
と
の
戦
い
で
し
た
。
充
実
し
た
受
験
指

導
を
す
る
た
め
に
は
、
ク
ラ
ス
の
人
数
や

学
年
全
体
の
適
正
な
人
数
が
重
要
で
す
。

こ
の
方
針
を
守
り
な
が
ら
、
理
想
の
形

を
作
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
創

業
13
年
目
に
自
社
ビ
ル
の
本
館
を
建
て

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
新
館
、
さ
ら
に
４
年

前
に
は
高
校
生
専
用
の
自
習
棟
を
建
設

し
ま
し
た
。

　
い
ま
、
次
男
が
私
の
後
を
継
い
で
く
れ

る
こ
と
は
嬉
し
い
限
り
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍

で
一
斉
休
校
に
な
っ
た
際
、
彼
は
そ
の
３

受
賞
の
ご
感
想

日
後
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
開
始
を
決

断
し
ま
し
た
。
老
兵
と
な
っ
た
私
に
は
、

到
底
で
き
な
い
こ
と
で
す
。
受
賞
の
誉
を

い
た
だ
い
た
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　
学
研
教
室
は
１
９
８
０
年
に
誕
生
し
、

45
周
年
を
迎
え
ま
す
。

私
は
１
９
８
０
年
の
開

設
当
初
か
ら
、
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
を

目
標
と
し
て
、
子
ど
も

た
ち
の
学
び
を
支
え
、

居
場
所
に
な
る
べ
く
、

一
切
手
を
抜
か
ず
指
導

に
あ
た
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　
教
室
は
宇
都
宮
市
内
で
も
特
に
教
育

熱
の
高
い
地
域
で
、
お
か
げ
さ
ま
で
口
コ

ミ
で
優
秀
な
生
徒
が
通
っ
て
い
ま
す
。
私

の
夫
が
茶
道
に
精
通
し
て
い
た
こ
と
か

ら
、
日
本
の
文
化
を
継
承
し
た
い
と
の

思
い
で
、
い
ま
で
も
10
畳
の
部
屋
で
畳
に

座
っ
て
学
習
す
る
ス
タ
イ
ル
を
貫
い
て
い

ま
す
。

　
私
は
子
ど
も
た
ち
に「
大

き
く
な
っ
た
ら
何
に
な
り

た
い
の
？
」
と
常
に
問
い
か

け
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
活
躍
し
、
豊
か

な
人
生
を
歩
む
子
ど
も
た

ち
が
、
自
宅
の
小
さ
な
一
室

か
ら
育
っ
て
い
く
こ
と
は
私

の
大
き
な
誇
り
で
あ
り
喜
び
で
す
。
私
自

身
も
謙
虚
に
学
び
、
研
鑽
し
な
が
ら
、
こ

れ
か
ら
も
一
人
で
も
多
く
の
子
ど
も
と
向

き
合
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。


